
2022年度 千葉商科大学地域志向活動助成金 活動概要報告書

市民公益活動団体できる街プロジェクト楠本慶彦

１．本活動について

◇企画名
地域の新聞社と連携し、地域PRを目的としたご当地アニメ制作・発信

◇活動概要
千葉県、主に東葛地区のご当地アニメ作品を制作します。制作と情報発信にお
いては、東葛毎日新聞社に協力いただき、学生と当団体が連携し制作した作品
を広くPRし、若者の地域への関心度の向上、東葛地区の認知度向上、活性化
を目指します。

◇活動目的
コロナ禍が2年続き、創作分野におけるイベント・作品が表に出る機会が極端
に減っております。また、旅行や外出と行った外へ出る機会も減少傾向にあり
ます。

私たちはこれまで6年間、柏市や松戸市、鎌ヶ谷市、千葉県と連携し、地域活
性化を目的としたご当地作品制作を行ってきました。その結果、ありがたいこ
とに1年前から新聞社である東葛毎日新聞社と連携し、新聞紙面での地域PR
を目的とした4コマ漫画連載を開始しました。

今回の事業は、学生×新聞社×市民公益活動団体の連携で地域PRを行い、
「地域活性化」を目的に活動します。



２．共同活動者（敬称略）

◇アドバイザー
楜沢順

◇連携事業者
東葛毎日新聞社

◇参加学生
【制作進行】
園部響将、吉本健慎、桑田拓音、市川仁也

【キャラクター制作】
草薙瞳、小川乃愛、常澄ひまり、石井芽衣、木下由佳梨、岩﨑綾香

【撮影】
菅野舞羽、谷口悠太

【CG制作】
森泉拓也

【背景制作】
辻美羽子、矢島野乃華、大石舞、橋本萌花、林琉己也、松本夏希、泊颯大

【イラスト制作】
岩﨑綾香、中田みなみ

【アニメーション制作】
仲野晟矢、常澄ひまり、染谷泰輝、佐瀨翔紀、矢内晴己、小俣美苑、矢内晴己

【BGM/S音響】
松本佳也、藤原佑貴、吉本健慎、上野涼太、中嶋大和

【映像編集】
鎌田純一、熊倉悠斗、市川仁也



３．活動内容

内容

6月
・楜沢ゼミ訪問
・楜沢ゼミ生にアンケートを実施し、担当決め（3年生）

9月
・東葛毎日新聞社取材
・東葛まいにち新聞掲載

10月
・楜沢ゼミ訪問
・楜沢ゼミ生にアンケートを実施し、担当決め（2年生）

7～1月 ・アニメ制作

2月

・プレスリリース
・Yahoo!ニュース掲載
・アニメ公開（3年生）
・柏駅前デジタルサイネージ放送

3月
・アニメ公開（2年生）
・鎌ケ谷市デジタルサイネージ放送



４．制作物紹介

松戸市
https://youtu.be/4mM5Ab6IpzU

柏市
https://youtu.be/k7o8snFZ3E0

野田市
https://youtu.be/2Hp_xORH1Ms

船橋市
https://youtu.be/cn7KmSKJNQY

流山市
https://youtu.be/RwzXt4G0DKs

我孫子市
https://youtu.be/3ISAm4L2ZWs

松戸市
https://youtu.be/cJW7YU5xl0Y

船橋市
https://youtu.be/JMWjtmiSjj8

鎌ケ谷市A/B
https://youtu.be/XHPoKFplSUE

エンディング
https://youtu.be/dXsvr2lu5Zc

https://youtu.be/4mM5Ab6IpzU
https://youtu.be/k7o8snFZ3E0
https://youtu.be/2Hp_xORH1Ms
https://youtu.be/cn7KmSKJNQY
https://youtu.be/RwzXt4G0DKs
https://youtu.be/3ISAm4L2ZWs
https://youtu.be/cJW7YU5xl0Y
https://youtu.be/JMWjtmiSjj8
https://youtu.be/XHPoKFplSUE
https://youtu.be/dXsvr2lu5Zc


５．活動成果

・東葛地区PRアニメを10本制作しました

・柏駅前大型ビジョンで放送（30分に1回｜2月1日～28日）

・Yahoo!ニュース1回、東葛まいにち新聞1回、J:COM2回掲載されました
※4月にさらに新聞報道予定

６．まとめ

今回、10チームに分かれて、学生中心にご当地アニメ制作をしていただきま
した。

アニメーションというのは、一つ一つの作業を順番に行うので、1人遅れると
全員が遅れる作業になります。

スケジュール通り進まないこともありましたが、最終的には全員が力を合わせ
て、全チームが締切を守って動画を完成させることができました。

柏駅前の大型ビジョンでの放送・
今後も報道予定があります。
少しでも千葉県や千葉商科大学様の
力になれれば 幸いです。

この度は、本企画を選んでいただき、
誠にありがとうございました。


